
右肺尖に直径15mmほどのノッチやスピキュラを伴う充実性結節が認められる。
画像上は肺癌と考えるが、ワーファリン投与中であり組織の確認が困難である。
縦隔リンパ節腫大がやや目立ち、これが転移であるか否かは治療方針に大きな
影響を与える。手術予定であるが、病期診断目的にて FDG PET/CT 依頼します。

ワーファリン投与中のため組織確認困難
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